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CCOPリモｰトセンシング専門家会議報告

星野一男(燃料部)

1.まえがき

最近リモｰト･センシングという言葉がしきりに使

われるように桂った.遠隔にある情報あるいは直接

対象に触れないで間接的手段で得られる情報を通して対

象の性質を探査しようとする技術は1972年にERTS

(後出)が打ち上げられて以来急速に各方面の興味を

ひくようになった.

日本においてもいろいろ板面から衛星映像に関する

話題が絶え削'ことはほとんど毎号の地質ニュｰスに

寄せられるこの種の論文･報告･話題を通じ･て読者は既

によくご存知のことである.世界的にもここ数年の

動きは非常に活発であって国連あるいはエスキャプの

内部でリモｰト･センシングに関する集会などがいろ

いろと計画されるようになってきている.

筆者はこのたび本年1月にバンコクで開催されたエ

スキャプ/CCOPリモｰト･センシング専門家会議に日

本代表として出席する機会を得た.誌上を借りて今

回の会議の報告をすると共に最近の東アジアにおける

リモｰト･センシング技術の利用の現況および今後の

展望を試みてみようと思う.

国連がリモｰト･センシング技術に関心を表明するよ

うに狂ったのはかなり以前のことで1971年のエカフ

ェ(エスキャプの前身)総会でリモｰト･センシングの方

法技術機器についての巡回研究会を組織するようにと

の勧告がだされている.国連の一組織であるCCOP

(Com工nitteeforCo-ord三nationofJointP工｡specting

forMinera1ResoufcesinAsianO丘shoreAreasア

ジア沿海鉱物資源共同探査調整委員会)では1972年11

-12月にインドネシアのバンドンで開かれた第9回会議

においてリモｰト･センシングの新技術は沿海環境の

研究に適用可能であろうしたがってCCOP地域の海

津地域で使用することができるとv･う報告をしている･

また加盟国の大部分がERTS(EarthResourcesTecト

nOIOgySateuite)から得た映像デｰタの実験的研究に

すでに参加しているという情況からCCOPはこの会議

でリモｰト･センシング技術と利用についての加盟国の

実験的研究の成果を比較交換しできれぱ共同のトレ

ｰニング研究プログラムを計画するためにワｰキング･

グノレｰプを作ることを決めたのである.

この結果.第1回のCCOPリモｰト･センシング専

門家会議が翌年1973年5月7～16目にフィリピンの

9ue･0n市で開催されるに至った.この会議にはイン

ドネシアマレｰシアフィリピンタイベトナム共

和国から7名および特別専門家としてアメリカから3

名工スキャプから1名計11名が参加した.日本は

予算上の理由で参加を見送ったと聞いている.

この会議では参加国がそれぞれ各国の情報を報告した

役とりあえずCCOPに対してERTS映像デｰタが

利用できる範囲は次の分野であるとまとめられた.

海岸線の地図作成

広域地質広域構造の研究

沿岸海流の方向と堆積物移動の研究

鉱業廃棄物を含め汚濁流の海中汚染の範囲とその海洋環境

への影響についての研究

5.沿岸部(地質)構造を隣接沿海部に拡大すること

バンコク市内のCCOP本部WhiteI㎜(白い館)という踊酒な英

国風ホテルの内にある�
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そしてこの種の会議をセミナｰとかシンポジウムとし

ての内容を含んで少なくとも1年に1回は開くことを勧

告した.今回の会議はこの第2回会議に当る.

2.会議の大要

会議の名称は第2回CCOPリモｰト･センシング

専門家グルｰプ会議(SecondMeetingoftheCCOP

ExpertWorLingGmponRemoteSensing)であり

内容として東アジアエDOE側線についての衛星映像

解析に関する研究作業部会という副題が付せられている.

IDOE痴線については後で説明する.期間は1976年1

月19目(月)から24目(土)までの1週間でありタイ

の首都バンコクで開催された.会場はバンコク市内の

CCOP事務局のあるホワイト･インというイングランド

式の瀦酒なホテノレ内の1室をそのまま使用した.参加

者は次のとおりである.

インドネシア

日本

韓国

マレｰシア

フィリピン

タイ

Mr.SUBARDJIo(地質調査所)

Mr.SUpA脳A(国立地質鉱業研究所)

星野一男(地質調査所)

Mr.PILCH0NGKANG姜必鍾(国立地

質鉱物研究所)

Mr.SooKoNGY珊E(地質調査所)

Mr.VIcT0RH0N(同上)

Mr.PムN亜IL00.M0NTERo(鉱山局)

Mr.So皿s狐P0TエsムT(鉱物資源部)

Mr.PRAY0NGANGsUwATHNA(同上)
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このほか特別専門家としてアメリカから

Dr.S畑p肥NJ.GAwムREcKI(地質調査所)

CCOP事務局からDr.HILDEが参加した.
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第2図東アジアIDOE調査測線(本文参照)(CCOP1973より)

初目はCCOPのプロジェクト･マネｰジャｰである

C･Y･LI博士の観巡演説がありHI工D週およびGAwA一

鵬CKI氏らから会議の進め方目的について趣旨説明が

あった.このあと研究作業部会の今回の目標につい

て討論が行なわれた.この点今回の会議については事

務局はかなりはっきりした目標を抱いていたようである.

第1回の会場がいわば顔見せで各国の状況を紹介しあう

という調子であった事を考えて今回はIDOE国際海

洋開発10年計画(Intemationa1DecadeofOceanExp1o一

会議参加者左より

GムwA朋KI(米)

蟻藁糞轟一SUBARDJIo(インドネシア)�
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ra士ion)が1973年に決めた東アジアに於ける特別研究側

線(第2図)に沿って具体的に構造解析を行なうことを

中心に共同研究をしようということであった.しかし

各国にはいろいろの事情がありリモｰト･センシング

に対する関心技術にしても必ずしも同一レベノレでは粗

い.冒頭からつっこんだ意見が交換されて共通の

モデノレスタディとして各国関係のIDOE側線地域の検

討をこのワｰクショプでやってみよう.また各国で

の様子研究開発の現状を紹介し合うことにしようとい

うことになった.

会議の進め方として午前は9時から!2時まで1時

間の食事休みの後に午後1時から午後5時まで午前中

は各国が交代で状況報告を行なうこと午後は各自が

“担当"地域の解析作業を行なうこととされた.時間

に関する限りこれはこの通りに守られて結局月曜午前

9時から土曜目の午後5時まで事実上罐詰になった.

私事で申訳ないが筆者は今度の会議ほどあわただしい

またぎっしりと圧密された旅行をした事が荏い.急に

会議の話がもち上ったのが昨年の年の暮れもおし迫った

ころで年末年始の休暇と予算編成時期にかかって手続

きの余裕が実質的にほとんどなかったこと費用一切が

CCOPの負担ですべて先方の日程に従ったことから行動

一切は誠に能率的すぎるものになってしまった.やっ

と手続きを済ませてバンコク空港に降り立ったのが前

日1月18目の午後5時30分.CCOPから迎えの人がい

て税関カミフリｰパスとなったのは有難かったが同時に日

程の入った封筒を渡された.開けて見ると早速翌目9

時からの会議の通告である.タイは南国である.赤

道直下である.これらの国々では昼休みを長くするか

昼休みをつめて午後を休むかいずれにしても目先の強

い午後のひと時は室内で休むか水浴をするのが普通であ

る･所がこの度はまったくの北国的スケジュｰノレで必

携品としてトランクに用意した水浴パンツもほとんど目

の目を見ずに終ってしまったのである.集まった人に

はこの熱帯地帯の人が多いのだからこれでおさまるはず

がない･最終目の土曜目は謹言うとも恋く議事は物凄

いスピｰドで進められやっと一週間ぶりに半目のフリ

ｰダイムカ拙現したのである.

さて少々脱線したが集会は丁度手頃な構成人数よ

り成立しており非常に実質的に手際よく進められた.

3.経過と討論

特別専門家として出席したGAwAREcKI博士から冒頭

にLANDSAT/ERTs映像についての説明配布および

入手方法についての解説があった.

最初の地球資源技術衛星(EarthResourcesTechno-

1ogySate11ite=ERTs/LANDsAT-1)は1972年7月

23目(アメリカ合衆国東部時間)に打上げられLAND-

SAT-2は1975年1月22日(同前)に全く同じ軌道に

打上げられた.どちらも18目で地球表面の大部分をカ

バｰする能カガミある.得られた映像はA1askaのFair･

banksカリボルニアのGo1dstoneマリ』ランドの

Greenbe1tにあるNASAの受信ステｰションを通って

Greenbe1tのGoddaτd宇宙飛行センタｰに送られそ

こで70mmの大きさの陽画フイノレムに作られる.こ

のフイルムの複製されたものがサウス･ダコタ州Sioux

Fa11sのEROSデｰタ･センタｰに送られて一般の需要

に応ずることになる.

ERTs/LANDsATから地球の情報を収集する装置

す校わちSensorにはMu1t}SpectralScamer(MSS)

とRetumBeamVidicon(RBV)の2種がある.

MSSからは同時に次の波長帯の映像が得られる.

バン(緑帯)O.5～O.6μ

バン(低赤帯)0.6～0.7μ

バン(高赤一低赤外帯)0.7～0.8μ

バン(近赤外帯)O.8～1.1μ

一般的特徴として言われているのは4バンドは水中

物体の深さなどを識別し得ることである5バンドは水

流系道路都市などの人文像や地形形態を見るのに最

もよく6バンドは各種の土地利用形態の識別に良い

7バンドは陸水域の識別に最上であるということであ

る.強いて一枚だけを使う場合は普通5バンドを選ぶ.

RBVは1種のテレビカメラであって受像波長帯は次

の3種である.

バン(緑帯)0,460～O.600μ

バン(赤帯)0,569～O.680μ

バン(近赤外帯)O.660～O.820μ

ERTS/LANDSAT-1のRBVは1972年8月15目(同

前)以降装置が止まっているので現在その映像の利用可

能地域は限られている.MSSにせよRBVにせよ70

mmの原版フイルム中に含まれる面積は約185km×185

kmであり隣り合う原版とは赤道上で10%の重複があ

る.原版の縮尺は約!:3,370,000である.USGSか

ら発行された世界の原版のリスト･マップがある.第

1輯は1972年8月から1974年7月までの映像中最も良い

原版の画質がどの程度のものかを訳したもので第3図は

日本近傍の例である.EROSセンタ]には全映像のデ

ｰタがコンピュｰタｰにファイノレされており求めに応

じてそのリストを提供することもできる.たとえば第�
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3図の一つの受像点東経11ポ北緯35｡で云えば東

京を含む地域の映像デｰタで撮影された月目雲量画

質などが記入されている.

以上は初歩的なことであり読者のすでに御存知のこ

とが多いと思われるが非常に要領のよい説明が印象的

だったのでその要点を再録してみた.

なお各国のIDOE側線(第2図)地域について

USGSから衛星映像のバンド5および7の白黒印画の50

万分の1縮尺で仕上げられたものが供給された.日本

の例で言えば近畿から九州東端に至る広い地域を含むも

ので8種類の原版からそれぞれバンド5と7カミ引用さ

れているので16枚の写真を頂いたことに粘る.

次項に述べる各国の状況紹介のあとUSGSよりもた

らされた映像をもとにして各国のIDOE側線地域の

構造解析を行ないたとえぱCCOPBu11etinにその成

果を合同で発行することが合意事項として決められた.

次に事務局のDr.HILD週からプレｰト･テクトニク

スを基本とした地体構造論が述べられた.HI㎜E氏の

専門は地球物理学であり日本の地震研究所で上田誠也

教授の下で海洋底磁気の研究もしたこともあり白身北

西太平洋における海洋調査にも従事している.HIL㎜

氏の講演は大西洋太平洋における海洋底の拡大から

プレｰトの概念の誕生およびプレｰトが島弧下に潜入

するサブダクションの考え方を説明しこのような新し

い地体構造理念の下に鉱物資源分布の基礎的考え方をど

のように整理するかについてUSGSのDr.GUI㎜の

最近の論文を紹介したものである.前半は簡単な解説

の如きものであって我々に目新しいものは何もない.

Dr.GUILDの論文は1972年のシンポジウムで発表され

1974年にオｰストラリアのアカデミｰ誌に投稿されたも

ので我国では入手が難かしいから要約を紹介する.プ

レｰト･テクトニクスの観点から鉱床の生成を整理する

と(1)プレｰト境界および(2)プレｰト内部の2つの

場がある.プレｰト境界では鉱床は境界線に平行に発

達する.更に三ツの場がある.第1は成長型(a㏄･

reting,ordiマerging)というべきもので紅海がその例で

ありキプロスNewfound1andのよう淀ある種の含銅

黄鉄鉱鉱床や大洋を運ばれ島弧や大陸縁に生成された

ボディホｰム(Podiform)なクロム鉱床を含んでいる.

第2はトランスホｰム型(transfom)でありグアテマ

ラのボディフォｰムなク回ム鉱床やカリボルニアの銅

マンガン鉱床カミその例である.

第3は消滅型(consuming,0rcOmerging)であり

主として沈降して行く海洋プレｰトに対する大陸あるい

は島弧中に生成される.アラスカのボディフォｰム

和クロム鉱床日本の黒鉱プエルトリコキュｰバ

カリホノレニアアラスカ柱どの磁鉄鉱一黄銅鉱スカノレン

鉱フィリピン南西アメリカ合衆国パナマなどのホ

ｰフィリｰ銅鉱合衆国西部の金銀富鉱帯南北アメリ

カ西部のタングステン錫水銀アンチモニｰ鉱注

第3図ERTS/LANDSAT映像の受像点(本文参照)図の記号は

最もよい映像の雲量を示すもので黒丸は〇四角は10丸に

三角は20-30白丸は40-50バツは60%以上である

第4図ERTS/LANDSAT映像から各種の補正をコンピュｰタｰで行なっ

て最も正確匁情報が写されるような試みもされているイランの

例基盤構造断層火成岩体などか完成された地質図のように映

し出されている�
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とがその例である.

(2)のプレｰトの部においては同様に三ツの場が区別

できる.第1は大洋部でありマンガン鉄ノジュｰ

ル大量の火山活動帯中のマンカンｰ鉄堆積鉱床たどで

ある･第2は太平洋型の大陸縁辺部におけるチタン

ジノレコン磁鉄鉱など.第3は大陸部におけるもので

Witwatersandの合金(ウラン)礫岩ミシガン湖のよう

な昇華岩赤色堆積物中の銅鉱カタンガの銅コバル

トコロラド高原のウラン鉱など多数の例を挙げるこ

とができる.

このようなフむレｰト構造論とこれを基本にした鉱床分

布論はいわば事務局草案とも言うべきものであり一応

このような作業仮説でIDOE側線地域の構造解析を行

なって行こうでは粗いかということである.東南アジ

ア諸国においては充分に地質図幅作業の進んでいたい所

が多いにも拘らず自国鉱物資源の実態を早く把握しな

ければならない国情からこの様た実際的な提案は適当な

ものであろう.リモｰト･センシング解析という未だ

方法開発過程にある技術をエスキャプ諸国に流布しよう

とするアメリカおよびCCOP事務局の戦略はこの点

だかなかよく考えぬかれていると思われるのである.

第5図会議はこのWhiteInnの1室で行なわれた

第6図東南アジアの多くの都市に共通することとしてこのようなプｰルが建物の内部にあ

る

第7図東アジアの磁気模様とプレｰト･テクトニクスを説明するDr,HILDE

第8図アメリカで開発したカメラ装置を説明す

るDr.Gムw畑EKエ�
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以上の事務局側スケジュｰノレの後各国の作業実況を

順次紹介した.日本に関しては佐野海外室長松野環

境地質部長の示唆があり事前にすでにわカミ国独自で

かたりの成果を挙げている状況を含んだ予稿要約を送っ

ておいたのでいささか別扱いになりIDOE側線は帰

国後作業することとし作業中の東北日本の解析の中間

報告およびエッジ強調処理技術の報告を行たった.

4.各国のリモｰト･センシング研究･作業状況

4.1韓国

Seou1(京城)南方200キロのSosan(端山)から東

南東にPuhang(浦項)を抜ける線がIDOEの対象測

線とたっている(第2図6).この地帯の西部は先カ

ンブリア紀(始生代)の花嵩岩片麻岩結晶片岩であ

り東部はこれを不整合に覆う上部ジュラから白亜紀の

Kyongsang統である.最東部目本海岸のPuhang

には第三系(主として中新統)が分布する.全体を通

じて白亜紀の花商岩の貫入がある.

先カンブリア系はSinian方向といわれる北北東一南

南西の強い構造方向を呈しておりこれは衛星映像で非

常に良く観察される.Kyonsang統は全体で約8,O00

㎜の陸成一近海性砂岩･泥岩と火山岩より粧り同様に

Sinian方向に伸びている.この地帯は各種の金属鉱床

を含み東部の第三系は日本海中に延長することが知ら

れており石油資源に重要放地域として衛星映像解析

を契機に広域の構造規制が再検討されることになろう.
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第9図エッジ強調処理の原図PositiveとNegativeのフイルム

を重ねて(A)ずらしたり(B)斜光線をあてたり(C)する

と被写俸のエッジのみが残り線状構造などが抽出された写

真ができる

が寄稿されることになった(同誌v･11･2,no.3･4.1976).

その後このリニアメントは広く西南目本外帯の紀伊半

島南部四国東部にも存在することが判ってきた.そ

の性格についても当時われわれが予報したように広域

的造構運動に関連することその起源はおそらく中新世

に発し第四紀にまで活動している中規模の断層である

ことがますますはっきりしつつある.

4.2日本

目本ではここ1～2年のうちにリモｰト･センシング

の地質解析および資源開発に対する利用に対する関心が

深まりいろいろな研究が行なわれるようになった.

最近地質調査所を中心に行荏われている2項目につい

て報告した.

1.エッジ強調処理を利用した地質構造解析

衛星映像が広域の地質構造解析に非常に有用であるこ

とは日本のように地質構造の単元が小さく複雑で野

外では校がなか大局的な判断をつけにくいところで特に

早く認識されて来た.関東山地その他に従来知られ法

かった南北1性のリニアメントが広く発達していることが

ERTS映像によって“発見"されたことはすでに地質ニ

ュｰスに速報したことである(星野松野1974).こ

れについては更に同年8月にホノルノレで開かれた環太平

洋エネノレギｰ鉱物資源会議にDr.FIscEERと連名で報告

する機会がありCCOPでも注目されて当時の事務局員

沢村孝之助博士によりCCOPNews1etterに紹介原稿

さらにこの種のリニアメントの地質的意味をはっき

りさせるために我々はオリエンタノレ写真工業と協同で

エッジ強調処理という技法を行なった(松野ほか1975).

これは第9図のように黒白写真のネガとポジを若干ず

らすことにより線状図形のエッジが強調された写真を

作る技法であって衛星映像から断層構造線のよう

な断裂要素をとくに強調して見ようとするものである.

この方法は我々の予想以上の成果をもたらすことにな

った.ずらしの方向によって南西から南東から

東からとそれぞれ4通りの写真を作りあらゆる種類の

断裂が含まれるようにした.写真は関東山地の万場お

よび秦野の地域を作ったが万場地域ではすでに発行

さ杵ている構造図に極めて類似するバタｰンカミ得られた.

ま.た秦野地域では南北方向のリニアメントがほかの方

向のリニアメントを切っているところが認められる.

これは南北1性断層が他方向の構造要素より新しいことを

示唆するものである(第10図).

以上の報告は具体的なリモｰト･センシング利用の効

果として会場の関心を惹いたと感じられる.CCOP事�
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た露頭位置と得られた断層図で従来1連の

ものと考えられていた神経断層が南北性の

中規模の断層により切られているのがはっ

きりした･神経断層は最近の研究によれ

ば第四紀の上部更新統に活動したことが認

められる(町田ほか1975)ので南化性

の断層はそれ以後の活動ということになる.

第10図秦野図幅のエッジ強調処理写真ずらしの方向は南東Y;山北町M;松田町

HT;秦野町N;中川温泉矢印のところで典型的な不連続のパタｰンがみえる

左下部が第11図の範囲である

務局のDr･HILDEはアジアにおける最初の(衛星映像オルスカラｰ印画を作り

による)成果であると喜んでくれた.エッジ強調処理の構造断析を行なった.

の成功例はアメリカ筋の興味を惹いたのではないかと恐れが始めてではないが

われる.D･.GAw蛆個KIによればアメリカで同様の誠ある特定の対象のみを目標にした観察が従来のものであ

みもあったがうまく行ってないそうである･り衛星映像の有効性を組織的に大がかりにテストしよ

これはこの会議の後目言草であるがわれわれが予想しうとしたこの種の試みは日本はもとより世界でも始めで

た秦野図幅の南北のズレは今年の2月の地上調査で実証である.以上の様潅写真を2通り作り主に鉱山地質

された｡第1!図に示したのが地上調査によって確認しをやっているグルｰプと主に燃料地質をやっているグル

ｰプとの2グルｰプに解析をそれぞれ独立に件

2.東北地方の構造解析について

日本鉱業会では1975年よりリモｰト･セ

ンシング利用技術の基礎研究委員会を発足

させわが国で始めての組織的研究を行な

っている.東北地方をモデル･フィｰノレ

ドとし40万分の1で東北全体の構造解析

その他を行なった.同地方は7枚の原版

より構成されるがそれぞれにっいて4

567バンドのすべての白黒印画を作

ったほか457バンドを合成したフ

計5種の写真印画で東方地方

衛星映像による地質解析はこ

すべて例示的な観察あるいは

業するよう委託した.この際第一段階とし

て既往地質図に合っているかどうかという事に

とらわれず衛星映像のみからどのような構造

図が作れるかをやってもらった.

このようにして出来上った2通りの構造図を

会場で提示した.また作業の過程でわかっ

たこととして白黒印画では7バンドが構造解

析に最もよいこと6バンドがこれに次ぐこと

全体的にみると合成フォノレスカラｰ印画と白黒

7バンド印画の併用が最もよいこと.衛星映

像は短期聞で広大な地域のかなり正確な地質情

報をまとめ得ることから麗地質情報の少ない

交通不便な地域の調査に極めて優れた価値を持

っていることなどを報告した.この報告･も大

いに会場の関心を集めた.ことにリモｰト･

センシングの有効性について具体的例示が少な

い現況で2グルｰプが独自に行なったときの比

較はまことに貴重なデｰタであった.

第11図地表チェックで確認された南北性の所期の断層神奈川県{北町�
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この委員会では現在構造解析小委員会が編成されたが

更に重要地域について20万分の1の印画を作って解析を

行なっている.この20万分の1の白黒(オリエンタル

写真工業製)および合成カラｰ印画(同)のいくつかを

会場に持参しだがたとえばアメリカでも20万分の1は

画像が荒れて使用に堪えずということで使えないという

ことになっていたそうで我々の持参した20万分の1の

鮮明さはこの人々に驚嘆の印象を与えたようであった.

4.3フィリピン

フィリピンでは現在100万分の1地質図と250万分の

1地質構造図がある.フィリピンはユｰラシアとフィ

リピン海との両プレｰトの接合点にあり地質構造の複

雑なところである.北部ルソンのIDOE側線はリン

ガエン湾を通って東西に伸びる地域を含んでいる(第12

13図).この側線の東部はフィリピン･プレｰトが東方

からミンダナオ海溝に潜り込むところである.西方海

域も東支那海よりもう1つのプレｰト･サブダクション

があるとされている.ルソン北部は東西両側からサブ

ダクションを受けている恰好になる.この地帯は白亜

紀後期と考えられる変成堆積岩および変成火山岩より成

る基盤岩類が分布し西部海岸に近いZambalas山脈は

白亜紀中期あるいは後期と考えられているオフィオライ

ト岩体より成る.また中央の低地帯は第三紀初期より

現世にいたる火山地帯であり金銀銅鉱床を含んで

いる.さらに所カに閃緑岩石英閃緑岩安山岩粗

面岩だとの貫入岩がありホｰフィリｰ銅鉱床などを形

成している.中央部火山岩地帯の東縁は日本の中央

構造線に比較される断層帯でフィリピン断層帯と呼ばれ

ている.

フィリピンでは現在この側線地域の通常の航空写真

調査を行なっており衛星映像による解析も平行して進

むことになろう.同時に物理探査も計画されている.

4.4インドネシア

インドネシア領を通過するIDOE側線は北スマトラ

ｰマレｰ半島を通過するもの(第2図3)とチモ｣ルｰセ

ラム島を通過するもの(第2図4)との2側線であった

がこの他にインドネシアの希望でジャワ島を南北に通

る側線が加えられた.インドネシアはリモｰト･セン

シングにカニけては早くから関心が深かった.バンドン

の地質調査所には立派な航空写真担当室があり航空写

真の管理もよい.ここで衛星映像のフィルムも一覧図

の下に整備されていて随時閲覧できる体制になっている.

この担当室にはインドネシア全域のERTs/LANDsAT

映像の複製原版フィノレムがある.一方航空写真は未

だ全域をカバｰするに至っていない.この未撮影地勢

に対しては衛星映像は効果的であると言う.すでにジ

ャワ島の東方にある島Sumbawa島について50万分の

1のERTS/LANDSAT映像を使って百万分の1の解析

図を作成したほか各地でいろいろな成果を得ている.

IDOE側線となっているスマトラｰマレｰ半島地域はス

同上

る�
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シダ島弧に特徴的な2重弧の性格がよく出ているところ

で南のインド洋スンダ海溝に次いでアンダマン諸島か

ら連る非火山性堆積物より構成される外側弧がありス

ラトラの陸地に入っては地層はおもに古生代から第三

紀前期の結晶片岩と堆積岩より構成されて構造的に内

側弧と呼ばれる.

内側弧は新生代後期のカルクｰアルカリ性火山岩に覆

われ新生代の深成岩半深成岩に貫入されている.

ほぼ中央にSeman鉢0(またはBarisan)断層帯と呼ば

れる右ずれのtranSCurrent断層がある.マラッカ海峡

とマレｰ半島はスンダ地塊と呼ばれ花開岩古･中生

層より構成される.その間は厚い第三紀層であって多

くの油田を持っている.衛星映像では基盤岩地帯の構

造が良く観察される.今後の作業によって基盤岩から

第三紀含油層における構造要素がかなり抽出されこの

地域の鉱化作用および炭化水素鉱床探査に役立つであろ

う.チモｰノレからセラムを通る側線地域はスンダ島弧

が大きく響曲してフィリピンに連る響曲部に当たり最

近地質構造的に最も議論のあるところである.すな

わちオｰストラリア･プレｰトはチモｰノレ島の南方で

沈み込むとする考えのある一方でオｰストラリア･プ

レｰトはチモｰノレ島の北セラム島との間で沈むと考え

る人もいる.またこの地域はオｰストラリア大陸か

ら多量の堆積物の供給をうけて炭化水素鉱床の高いポテ

ンジャリティを持っている地域でありまた大きな関心

の持たれる地域でもあり今後の解析作業が期待される

ところである.

4.5タイ

タイはCCOP事務局のバンコクを抱えているだけあ

ってリモｰト･センシング利用には熱心であった.

百万分の1の全国の衛星映像のモザイクを作っている.

同縮尺の地質図がすでに完成されているがこの地質図

に表現されていない断裂系やその反映であるリニアメ

ント環状構造が発見されて現在これらと鉱床分布と

の関係を研究中である.また沿岸の地質構造と内陸

の地質構造の関係を衛星映像を使って検討中である.

SLARの利用も南部タイを対象に検討されている.

タイにおけるIDOE側線はバンコクの北方数百キロ

で東西に走る地帯と西方のマレｰ半島が最も幅せまく

放る地点で同じく東西に走る地帯の2ヵ所である.前

者は西部から中央部にかけてビノレマとの国境地帯にヒ

マラヤから南下して続く地形急峻な摺曲構造帯より構

成され東部はKhorat高原の変形の小さい構造部より

形成さ･れている.錫鉱ホｰフィリｰ銅鉱がありま

た油母頁岩の存在も知られている.後者ではアンダマ

ン諸島とマレｰ半島.との間に海洋拡大帯が想定されてお

り半島部は古生代の変成岩とこれを貫く花庸岩よりな

り花崩岩は錫鉱床を胚胎する.

4.6マレｰシア

マレｰ､シアにおけるIDOE側線はインドネシアの北

スマトラから伸びる側線であってすでに述ブたとおり

スンダ地塊より構成されている.会議ではこの地域と

サバ地域の地質構造の報沓が行なわれた.

第14図作業中の筆意

第15図インドネシア東部セラム島の衛星映像写真

第2即)第4測繰の北部にあたる�
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5.感想と今後の問題

以上の報告でおそらく誰でも感じるであろうが各国

の状況にかなりの差のあることである.僅かな例外を

のぞいて受身の国が多い.アメリカとCCOPが非常

に熱心にリモｰト･センシングの重要性を強調し多く

の国はそんな便利なものカミあるなら一寸やってみようと

っきあっているという感じであろうか.

リモ』ト･センシングの有効性は最早論議する段階を

すぎているであろう.ことに地質構造解析に関しては

従来の航空写真では何百枚も必要だった地域を僅か1枚

の映像でカバｰし一望の下に眺められることで益々

その有効性がはっきりしつつある.しかしこれが地

質学の中に定着して行くにはすべての新しい技術方法

がそうであるようにまだ何年かかかるであろう.当面

は多くのケｰス･スタディ多くのモデノレ･スタディ

が必要である.この過程で蓄積されたデｰタが次の本

格的発展の挺となるであろう.

一方我々が既存地質資料のあまりたい地形および

地理情報すらも簡単に得られたい地域に出かけなけれぱ

決らないあるいはそのような地域について地質の概略

の見当や鉱物資源の予想などをしなければならない場合

を考えて見よう.このようなとき衛星映像ほど役立

つものはないしわれわれの必要とする情報を提供でき

るものはないであろう.世界には領土があまりにも

広大であるためにあるいは地質調査の歴史が浅いため

に地理的地質的に白紙に近い地域を多く残している国

が数多くあるのである.これらの国々にとっては利用

技術の“確立"するまで待っている余裕はないであろう.

たとえ正確度が劣っても早く情報を欲しいときがあるも

のである.細部はいずれあとでゆっくりと詰めるとし

てまず大局をつかみたいというケｰスは非常に多い.

この様たときには衛星からのリモｰ.ト･センシングは

すぐにでも利用でき期待に充分応え得る現実の技術で

ある.すなわちリモｰト･センシングはすでに実用

の段階であると言ってもよいであろう.これはある時

期の員本を顧みれぱすぐ解るであろう.明治末期ごろ

始めての20万分の1地質図が作られやっと百万分の1

地質図が始めて作られたころを考えよう.この頃に我

々が衛星映像を持つことができたら不充分な調査の段

階で描かれた構造線断層地層境界火口の位置だと

訂正できる.ものが多かったであろう.

この様な方面におけるリモｰト･センシングの意義に

ついてはおそらく疑問を感ずる人はいないであろうが

更に重要な役割りをリモｰト･センシングに担わせよう

とする動きカミある.これが今回の会議の最も重要祖意

義がも知れない.たとえばDr.HILDEをspeakerと

するCCOP事務局には衛星映像を積極的に使用して

ただ単に既存地質図の訂正やら空白部の穴埋めだけでは

放く地質構造論地体構造論のデｰタに使って行こう

とする姿勢カミみられる.これは当然背景があるわけ

で1部にせよこのようた積極的利用を試みる人がでて

きているのは事実である.おそらくこの種の研究は

今後急速に増えてくるであろう.エッジ強調処理につ

いての報告が関心を惹いたのもこのような背景であろう.

せっかちで飽きっぽいというのは自他ともに認めるわ

れわれ日本人の最大の欠点である.そのためにせっ

かく同胞がよい糸口をつけた発見や新しい技術を他国に

さらわれた例が少なくないのをわれわれは知っている.

個人としての性癖は荏かなか直せ放いかも知れたいが

せめて組織として国としてお互いにバトンタッチし放

がら頑張る事はできたいものだろうか.今回の会議で

筆者がとくに感じたことは手先きが器用で細かな作用の

得意た日本人にとってリモｰト･センシングは非常に

向いているのではなかろうかということである.

他方リモｰト･センシングの特質というものその

長所と限界をこの際よく見きわめておかなけれぱならな

い.本誌の読者にはそんな人はいないだろうがリモ

ｰト･センシングを万能と考えてはならない.どん柱

対象に最も役立つか.これをはっきりさせる事がリモ

ｰト･センシングについての現在の課題である.
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